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プロデューサーなら知っておきたいWebサイト運営ツール2008年のトレンド

サイトの提供について、要求レベルが高まる中、
運用コストは相変わらずの状態です。このような
状況において、いかに少ない運用コストでより効
果の高いコンテンツ運用が可能であるか、という
点が CMS導入について重要なポイントであるこ
とはまちがいありません。
　CMS導入の成功を妨げる要因としてよくある
のが、CMSパッケージが魔法のツールのように
思われているパターンです。CMSに任せておけ
ば、何でも自動的に楽になる、と思っていたとい
うお客さまもおられます。Webサイトの構築内
容と、パッケージの機能、運用体制なども含め、
総合的により良い方向で導入を進めていく必要が
あるわけですが、まずは、パッケージの機能がす
べてを勝手にカバーしてくれる、と考えるのでは

なく、数あるパッケージの機能をうまく組み合わ
せて、より効果の高い運用方法を探っていくこと
が肝要だと考えています。
　弊社は、これまでも主力CMSの「SITE PUBLIS

シリーズ」で、Web標準への対応や PC/モバイ
ルサイトとの連携強化、コンテンツ構築・管理機
能のさまざまな拡充を行ってまいりました。今
後は、この路線をさらに推し進め、モバイル独
自サービス（たとえば GPS機能）との連携や、
GoogleAPIなど、さまざまなWebAPIとの連携、
その他パッケージ（メールマガジンや SNSなど）
との連携、既存HTMLから CMSへの簡易な移行
などを中心に、Webサイトのプラットフォーム
として、さらに導入・運用しやすい製品を目指し
ていきます。
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　今年のキーワードですが、3つありまして、い
ずれもモバイルに関するものです。まずは「モバ
イル SEM」です。モバイルコンテンツの拡大に
伴い、公式サイト中心から一般サイトへシフトし
ていますが、それにより検索エンジンの重要性が
PCと同レベルになっています。ドコモと Google

の提携もあり、モバイルコンテンツにおいても、
PCと同様に SEMがさらに重要になると考えら
れます。
　次に「モバイル広告」。コンテンツ拡充に伴い、
モバイルコンテンツの媒体価値がさらに高まって
おり、より効果的なモバイル広告の手法が検討さ
れる必要があると思います。
　最後に、「PC/モバイルコンテンツ管理での省
力化」があります。PC/モバイル双方でのWeb

コンテンツ拡充に伴い、モバイルに大きな変化
それに対応できるようにCMS製品も機能拡充へ

力がWebサイトを構築する側に出てきます。単
に更新ツールととらえ、自分の仕事が楽になると
いう発想からの CMS活用では企業のコスト削減
圧力に対応できません。CMSにより、Webに掲
載するコンテンツを印刷媒体および携帯にもワン
ソースマルチユースで利用でき、コスト削減が可
能です。そのような投資を行うことで、日本での
リセッション完了後に同業他社との差別化が図れ
る基盤を手に入れることができます。
　最後に「Webサイトのペルソナ利用」。景気の
リセッションにより商品開発からマーケティン
グなどのイノベーションの必要性が高まり、Web

サイトも「Lead Generation」という目的を明確
に打ち出すイノベーションを必要としてきます。
製品・サービスをペルソナでモデル化し、ドアペー

ジのWebサイトを多国籍で制作するというニー
ズが出てくるはずです。CMSを利用したドアペー
ジ作成基盤を構築することから、マーケティング
や営業、設計など各部門のビジネスユーザーがド
アページのコンテンツを作成することで、同業他
社と差別化できる社内体制をつくり上げることが
可能です。
　FatWire日本法人で独自に開発したFlexシリー
ズが、欧米の有名企業で採用され、今年は「Made 

by FatWire」としてのソフトウエアコンポーネン
トの他国への水平展開（輸出）も本格化します。
最後になりますが、CMS導入を成功させるため
には、目的を考察し、プロジェクトがぶれないよ
うに、RFI／ RFPにしっかり書いておくことが
重要かと思います。
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　キーワードを 3つ挙げたいと思います。まず
は「グローバルWebサイト」。米国の金融工学か
らの資本主義の陰りを受け、景気のリセッション
が始まり、2～ 3年は続くでしょう。日本のグロー
バル企業は米国の経済動向に影響を受けるケース
が多いですが、そのリスクを少なくするために、
EU、中東、BRICSなどの顧客を少しでも開拓す
る必要があります。世界経済のリセッションが完
了するまでに、自社のWebサイトの多国籍化（多
言語化）に取り組んだ企業は、その後に同業他社
との差別化が世界各地で可能となります。その手
段のひとつとしてグローバルWebサイトがあり
ます。
　ふたつ目に「CMSによるワンソースマルチユー
ス」。景気のリセッションにより、コスト削減圧

世界経済のリセッション後に、CMSの有効利用が
同業他社と差別化を図るには重要となる

KEYWORD 1 CMS

　CMSの導入がどうしても必要と判断したのな
ら、Webサイトの規模や目的を考え、それに見
合った製品を検討すべきだ。それには、CMSに
よって成し遂げたいことを明確にしておかなけれ
ばならない。そうしないとベンダーに問い合わせ
る際にも、正確に目的が伝わらず、最適なシステ
ムが導入できなくなってしまう。
　一般的には、ページ数が多く更新頻度も高いサ
イトのほうが、CMSの導入効果が高いといわれ
ている。だが、これは現在のWebサイトの状況
からいえることであり、ページ数が少なく更新頻
度が低くても、CMSの導入によってページ数も
多くなり、更新頻度も高くなっていく可能性もあ
る。
　なので、現在のWebサイトに最適だからといっ
て、将来的にも有効であるとは限らない。そこで、
機能拡張ができるかどうかも導入時のポイントと
なるだろう。
　また、Webサイトが大きくなったり増加する

とコストがかさむライセンス形態も存在するの
で、そのあたりもきちんと調べておくべきだ。か
つ、一般的な箱買いのアプリケーションと違っ
て、CMSそのものの価格と、実際に運用できる
までのコストにはかなり差が出てくる。パッケー
ジ価格だけのコスト負担ですむことは、ほぼあり
得ないので、こういうところもよくベンダーと話
し合っておきたい。

　そもそも CMSは、企業内に膨大に蓄積された
ドキュメントなどを効率よく管理するための、い
わゆる ECMから始まっている。その仕組みを簡
素化して、Webコンテンツを対象に効率よく更
新・管理するため、WCMが生まれている。どち
らにも活用できる CMSもあるが、よりWebコ
ンテンツに特化し、特有の機能をさまざまに搭載
させた CMSもある。
　CMSの導入を検討している場合に重要なポイ
ントとして、まず、本当に CMSでないと現在抱
える課題を解決することができないのか熟考する
ことだ。Web知識のあまりない担当者ばかりで
話し合っても徒労に終わる。知識のある者、でき
れば専門家に話を聞いてもらい、ほかのシステム
もしくは工夫で解決できるのであればそちらを試
したほうがいい。Blogのような簡単な更新シス
テムや無料（に近い）の CMSなどもあるが、そ
れでも人的コストはかかる。無駄な投資をしなく
てすむのなら、それに越したことはない。

失敗のないCMS導入方法

COLUMN 2 復習コーナー

ツール選び 3つのポイント

● 課題解決できるのは CMSだけか ?

● CMSで成し遂げたいことを明確に

● 機能拡張、ライセンス形態にも注意

　弊社の CMSは高機能であるため、CMSの機
能や性能に関するご質問を多く受けます。実際に
ヒアリングを行うと、Webサイト運用のイメー
ジを忘れがちになっているケースは少なくありま
せん。CMS導入の目的である業務の効率化を第
一に考えるべきであり、業務フローを明確にする
ことが大切です。それらによって、Web担当者
は本来のミッションであるコンテンツの企画に労
力を費やすことが可能になります。
　Webサイトの運営・管理をWeb制作会社に依
存していることで、時間的にもコスト的にも、マ
イナスの要素が大きく、結局はサイトの更新を怠
り、せっかく立ち上げたサイトが機能していない
というケースが多いのではないでしょうか ? 弊社
の CMSを導入していただくことで、コストをか

けることなく、タイムリーな情報を手軽に発信す
ることができ、Webサイトを有効な営業ツール
として活用することができるようになります。ま
た、Web制作会社にとっても、日常必要な更新
はお客さまに任せて、新規案件や高度（高価）な
更新に時間を費やすことが可能になります。経
営の合理化につながることで、クライアントと、
WIN・WINの関係を保つことができます。
　今年は、CMS「infoDNN」のモバイルへの対
応や業種・事業規模に合わせたエディションのリ
リースを予定しています。また、OEMパッケー
ジのリリースなど、販売代理店のサポートをさら
に強化していきます。
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　数年前まで CMSは、高価格の割にコンテンツ・
マネジメントとしての機能が十分に果たされてい
ないものが多く、投資対効果が測りにくいため、
導入が難しいとされていました。最近は、Web

を用いた業務の効率化、内部統制などの観点から、
サイト運営のあり方を見直す企業が増えてきてお
り、そのひとつの手段として、CMS導入への関
心が高まってきています。また、CMSは静的な
ものから動的なものに進化し、高度化・多様化す
るニーズに対応できるようになり、コンテンツ・
マネジメントとしての機能が充実してきました。
そして価格も安価になり、敷居が低くなっていま
す。これにより、一部の大企業だけでなく、多く
の企業にも普及が可能になり、今後の企業サイト
のあり方を、根底から変えていくと考えています。

機能も充実し、導入しやすくなったCMSが
多くの企業サイトのあり方を変えていく
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